
今井敦市長が3日の会見で語った構想の核
となる八ヶ岳連峰（茅野市の杖突峠から）

麓の市町村で「環八ヶ岳構想」
茅野市長「今年度中に動きだす」

茅
野
市
の
今
井
教
市
長
は
3
日
の
定
例
会
見
の
質
疑
の

中
で
、
八
ヶ
岳
連
峰
を
中
心
に
麓
の
市
町
村
が
広
域
的
に

連
携
し
て
観
光
振
興
な
ど
に
取
り
組
む
「
環
八
ヶ
岳
構

想
」
が
「
今
年
度
中
に
動
き
だ
す
」
と
述
べ
た
。
八
ヶ
岳

西
麓
地
域
共
生
会
議
を
構
成
す
る
茅
野
市
、
富
士
見
町
、

原
村
を
は
じ
め
、
北
佐
久
、
南
佐
久
両
地
域
や
山
梨
県
北

杜
市
を
巻
き
込
み
、
八
ヶ
岳
山
麓
の
魅
力
を
共
同
で
発
信

し
て
い
く
考
え
。
今
井
市
長
は
「
い
わ
ば
『
環
八
ヶ
岳
同

盟
』
み
た
い
な
枠
組
み
だ
」
と
し
た
。

茅
野
市
が
八
ヶ
岳
山
麓
の
市
町
村
と
と
も
に
構
成
す
る

組
織
体
は
、
環
境
、
観
光
、
農
業
を
切
り
口
に
3
市
町
村

が
連
携
す
る
八
ヶ
岳
西
麓
地
域
共
生
会
議
の
ほ
か
に
も
茅

野
市
、
佐
久
穂
町
、
小
海
町
で
構
成
す
る
国
道
2
9
9
号

整
備
促
進
期
成
同
盟
会
が
あ
り
、
蓼
科
湖
、
白
樺
湖
、
女

神
湖
の
魅
力
を
共
同
で
発
信
す
る
レ
イ
ク
リ
ゾ
ー
ト
構
想

で
北
佐
久
郡
立
科
町
と
阻
ん
で
い
る
。
上
田
市
、
佐
久
市

と
の
交
流
や
文
化
庁
か

降
る
中
部
高
地
の
縄
文

る
山
梨
県
側
の
市
と
の

3
日
の
会
見
で
今
井

会
議
体
を
「
点
で
の
交

流
を
線
で
結
ん
で
八
ケ

な
げ
る
『
環
八
ケ

話
し
合
っ
て
き
た
が
、

う
」
と
述
べ
た
。

異
体
的
な
連
携
分
野

野
。
そ
こ
を
切
り
口
に

働
き
掛
け
、
医
療
や
福

ざ
ま
な
展
開
が
で
き
る

ケ
岳
」
を
つ
な
ぐ
道
路

す
る
国
道
2
9
9
号
（

と
の
認
識
を
示
し
た
。

認
定
を
受
け
た
日
本
遺
産
「
星

界
」
で
北
杜
市
を
は
じ
め
と
す

ッ
ト
ワ
ー
ク
も
あ
る
。

長
は
、
各
種
テ
ー
マ
に
基
づ
く

」
と
し
た
上
で
「
点
と
点
の
交

を
中
心
に
周
囲
を
ぐ
る
り
と
つ

』
を
以
前
か
ら
関
係
市
町
村
と

年
度
い
よ
い
よ
動
き
だ
す
だ
ろ

し
て
ま
ず
挙
げ
た
の
は
観
光
分

路
整
備
の
促
進
や
国
や
県
へ
の

の
相
互
補
完
体
制
な
ど
「
さ
ま

パ
今
井
市
長
）
と
し
た
。
「
環
八

連
携
交
流
網
の
中
心
部
を
横
断

ル
へ
ン
街
道
）
が
重
要
に
な
る

（
野
村
知
秀
）


